
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：医療法人財団博愛会  人間ドックセンター  ウェルネス天神 /ウィメンズウェルネス天神   

受審施設の概要  

医療法人財団博愛会  人間ドックセンター  ウェルネス天神 /ウィメンズウェルネス天神は、

福岡県福岡市の中心部である中央区天神に 2004年に開設された。テナントビルの 4階を男性専

用、７階を女性専用として、人間ドック健診を実施している。  

最寄駅から徒歩２分と交通機関の利便性が高く、市外からの利用者も多い。グループ内の

病院や財団本部との連携もよい。同ビル 5階には、生活習慣病および乳腺専門のクリニックが

併設されフォローアップ体制も構築されている。  

年間の受診者数は、一日ドック約 12,300人、その他の健診が 13,100人である。  

2006年に初回の認定を受け、今回が 3回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針については、施設独自に明文化し、施設内の掲示やパンフレットやホーム

ページに掲載して施設内外へ周知している。また、職員への周知も入職時の研修会から適切

に行われ各職員の名札裏にも印字されている。  

職業倫理に関する体制は、法人の規定集やコンプライアンスマニュアルが整備されており、

就業規則、倫理規定、職員の相談窓口の設置も適切である。また、研修・出張については、

旅費規定に基づいた内容で承認を得て積極的に研修参加が実施されている。  

事業計画は、健診部門として策定されていて、法人承認のもと 3 か年プランの中長期計画

および各年度事業計画が具体的に策定・実施されている。職員には、冊子や施設内のイント

ラネットで共有されて職員が一体となり経営に参画している。  

職員の体制は、人間ドック健診専門医 2 名、人間ドック認定医 4 名が従事している他、各

種の専門資格を有する医療職が在籍している。法人の福利厚生制度である能力開発奨励制度

が奏功しており評価できる。教育プログラムでは、全職員および各種の専門領域に至るまで

詳細な年間の教育計画が作成されている。院内研修会の実施や外部の学会、研修会への参加

も積極的に行われており、参加できなかった職員に対しても資料の配布や抄録の回覧など、

伝達講習実施と併せて情報の共有化がなされている。  

医療安全管理体制については、委員会を設置し、各部会においても安全対策についての分

析や評価が行われている。感染管理体制については、感染対策室と院内感染対策委員会が設

置され、随時改善が図られている。  

職員の健康管理は「健康経営優良法人ホワイト 500」等を取得しており高く評価できる。防

災訓練も定期的に実施され、施設全体として安全や質に関するマネジメントは積極的に行わ

れている。  

情報の管理体制は、法人の情報システム室が管理を行い、緊急時の対応マニュアルも整備

されている。サーバ室は、セキュリティ管理がなされているが、PACS サーバの設置状況につ

いては、検討が必要である。委託業務の管理は  、法人全体のＳＰＤシステム管理で、規定に

基づいた施設での管理体制となっている。各業者の評価や選定の他、必要に応じて契約内容

の見直しや更新を行っている。   

高齢者や障害者など、配慮が必要な受診者への対応については、健康管理センター内のハ

ード面はバリアフリー化されている。原則として障害者の受診時には付き添いをお願いする

事や、スタッフ全員が前日の予約確認時に配慮する情報を共有化する事が定められている。  

外国人受診者の配慮については、契約先の企業社員については受入れを基本として、英文



の結果報告書も作成している。健診システム上で事前の情報共有が行われている。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

企業・保険者との契約においては、業務課が契約を担当し、渉外企画室の専任担当者が要

望把握も目的とした定期的な訪問活動をしている。その情報 (ニーズ )については、会議で報

告・協議されている。  

予約及び受付・会計業務については、各種手順書が作成されている。会計業務においては

ダブルチェックのもと担当事務次長が日々監査し法人事務局の経理課に引き渡しがなされて

いる。内部監査及び係数の進捗状況は、管理者会議を経て法人経営会議で報告・承認されて

いる。未収金については、経理課と事業本部業務課が対応している。  

本施設では、様々な業務に関するマニュアルが整備され、検討する会議でも議事録が残さ

れている。予約・受付は、受診者の利便性が考慮され、男性・女性別のフロア構成や土曜日

の営業、また受付時間の細分化が行われている。  

検査項目は、日本人間ドック学会が提示する基本検査項目が全て含まれており適切である。

また、任意検査項目についても施設内で検討され、会議で決定されている。  

受診環境も適切である。特に、女性フロアでは、トイレ内の炭を含め女性向けの装飾品が

配置され、マンモグラフィ検査室では苦痛を和らげるために、音楽が流されている。  

事前のご案内や受診者からの問い合わせ対応についても、組織として一元化されている。  

健診当日の医療面接や健診システムを利用した情報共有、また、各検査における精度管理

状況は適切である。  

医師の読影体制と医師の結果説明体制・説明後の受診勧奨方法も確立されている。  

保健指導は、マニュアルに基づいて実施され、個室で 10分程度の指導が行われている。実

施率は 66.5％である。指導内容は記録され、次回受診時に活用される他、受診者には指導報

告書が送付されている。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の要望を把握するため、アンケート調査が行われている。回答率は、約 10～ 15%であ

るが、要望に対して検討する組織体制が構築され、常に、業務改善並びに受診者サービスの

向上を求めている。  

フォローアップ体制については、担当者とマニュアルが定められ、組織的に行われている。

前回受審時に比べ、要精密検査並びに要医療判定に対する要精検受診率と要再検査に対する

経過把握率は改善している。体制は構築されてきているので、今後、これらについてさらな

る向上が期待される。  

健診結果は統計・分析されて「活動報告書」を毎年作成し、保険者や企業に配布している。

また、産業医契約とは別に産業保健契約の企業もあり、連携を深めている。人間ドックがん

症例報告も毎年行われている。過去 3 年間の学会活動では、人間ドック学会において６回～

９回、各部門から研究発表が行われている。今後は、更に学会発表や論文の提出が期待され

る。  

情報提供については、健康教室や健康講演会等による、受診者に対する啓発活動にも期待

したい。  

企業や保険者との連携については、要望により健診結果を分析して提供する仕組みがある。 

前回の指摘事項については「感染性廃棄物の一次保管場所」の改善は行われている。「保

健指導・フォローアップの実施率向上」については、人員の確保やマニュアルの改訂、また・

受診勧奨により改善がなされている。  

 



総括  

各種手順書と受診環境が整備されており、また十分な職員の配置や前向きな取り組みによ

って、適切な人間ドック健診の実施体制が構築されていると評価する。  

保健指導とフォローアップの体制は、前回受審時から改善されており、さらなる今後の充

実に期待する。  

人間ドック健診施設としての方向性についても、最新の情勢にあわせて常に見直しが行わ

れており、その法人の方針が職員にも浸透し体現できている。機能評価受審を改善に繋げる

しくみができていることは高く評価したい。   

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2023 年  4 月  13 日  

認定承認日  2023 年  4 月  22 日  

 

 

 


